The annotation of "Ihon-Kamakura Ozoshi" (異本鎌倉大草紙), recently acquired by the library by 田口 寛
─　　─98
は
じ
め
に
　
本
稿
は
、『
慶
文
堂
古
書
目
録
』
第
七
三
号
（
二
〇
〇
八
年
刊
）
に
「
112　
鎌
倉
大
草
紙　
異
本　
石
井
國
士
旧
蔵　
戦
記　
１
冊
」
と
掲
載
さ
れ
（
旧
蔵
者
名
に
つ
い
て
は
後
文
参
照
）、
こ
の
度
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
新
収
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
『
鎌
倉
大
草
紙
』（
請
求
記
号
：
ヘ
１
２
／
５
１
０
４
。
貴
重
書
）
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
稿
者
は
先
に
本
誌
第
五
一
号
（
二
〇
〇
四
・
三
）
に
お
い
て
、「
六
冊
本
」
と
呼
称
し
た
寛
延
写
本
（
請
求
記
号
：
ヘ
１
２
／
５
１
０
３
／
１
─
６
。
貴
重
書
）、
及
び
そ
の
他
の
同
所
蔵
二
本
に
つ
い
て
紹
介
（
翌
年
第
五
二
号
に
補
説
）
し
た
が
、
そ
れ
ら
三
本
に
対
し
本
稿
に
取
り
あ
げ
る
新
収
本
は
、
い
ず
れ
と
も
本
文
系
統
（
類
）
を
異
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
新
収
本
の
書
誌
的
特
徴
と
と
も
に
、
当
本
の
属
す
る
系
統
が
『
鎌
倉
大
草
紙
』（
以
下
『
大
草
紙
』）
諸
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
本
文
で
あ
る
の
か
を
述
べ
た
い
。
一　
書
誌
事
項
　
ま
ず
新
収
本
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
記
す
。
①
［
請
求
記
号
］
ヘ
１
２
／
５
１
０
４　
②
［
巻
冊
］
一
冊　
③
［
外
題
］「
異
本
鎌
倉
大
草
紙　
全
」（
前
表
紙
左
に
書
題
簽
、
題
簽
に
左
上
～
右
下
の
斜
縞
文
様
）　
④
［
内
題
］（
な
し
。
一
オ
の
年
表
に
あ
る
朱
書
き
の
文
中
に
「
太
平
後
記
」）　
⑤
［
装
訂
］
袋
綴　
⑥
［
寸
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
解
題
─
─ 
東
博
本
系
統
本
文
の
特
徴
紹
介
と
し
て 
─
─
田　
口　
　
　
寛
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
解
題
─　　─99
法
］
縦
約
二
七
・
二
糎
×
横
約
一
九
・
三
糎　
⑦
［
表
紙
］
朱
色
松
皮
菱
繋
ぎ
文
様
表
紙　
⑧
［
見
返
し
］
本
文
共
紙　
⑨
［
料
紙
］
楮
紙　
⑩
［
紙
数
］
一
〇
〇
丁
（
遊
紙
前
後
と
も
な
し
）　
⑪
［
一
面
行
数
］
一
〇
行　
⑫
［
用
字
］
漢
字
平
仮
名
交
じ
り　
⑬
［
字
高
］
約
二
〇
・
〇
糎
（
一
つ
書
き
形
式
部
分
の
「
一
」
を
省
く
）　
⑭
［
書
入
］
墨
書
き
の
注
記
・
異
本
注
記
（
同
筆
）、
淡
墨
の
注
記
（
別
筆
）　
⑮
［
蔵
書
印
］
１
一
オ
右
上
に
「
寿１
」（
朱
、
陽
刻
、
八
角
形
、
縦
二
・
七
糎
×
横
二
・
七
糎
、
双
辺
）　
２
そ
の
左
に
「
國
之
蔵
」（
朱
、
陰
刻
、
長
方
形
、
縦
三
・
四
糎
×
横
一
・
二
糎
、
双
辺
）　
３
「
國
之
蔵
」
印
の
左
に
「
石
井
／
國
之
」（
朱
、
陽
刻
、
方
形
、
縦
二
・
二
糎
×
横
二
・
二
糎
、
単
辺
）　
⑯
［
奥
書
］（
な
し
）
　
［
備
考
］
後
見
返
右
下
（
ノ
ド
側
）
に
墨
書
き
「
大
正
十
二
、
四
、
六　
神
田
末
広
／
広
田　
◆
ス
マ
」（
◆
は
判
読
不
能
。「
ヤ
」
か
）、
同
左
下
（
小
口
側
）
に
墨
書
き
「
七
十
九
号　
◆
◆
（「
八
文
」
か
）」、
同
左
下
隅
ウ
ラ
に
墨
書
き
符
牒
及
び
「
谷
」
印
（
墨
、
約
一
糎
方
形
）
あ
り
。
　
上
記
の
調
査
結
果
か
ら
ま
ず
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
旧
蔵
者
の
名
前
で
あ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
新
収
本
は
、
掲
載
さ
れ
た
古
書
目
録
に
は
「
石
井
國
士
旧
蔵
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
⑮
項
３
の
蔵
書
印
記
を
再
度
解
読
し
て
み
る
と
、
そ
の
名
は
正
し
く
は
「
石
井
國
之
」
で
あ
る
。
当
該
印
は
渡
辺
守
邦
氏
・
後
藤
憲
二
氏
編
『
新
編
蔵
書
印
譜
』（
二
〇
〇
一
・
一　
青
裳
堂
書
店　
日
本
書
誌
学
大
系
七
九
）
に
お
い
て
も
「
石
井
國
之
」
の
印
と
さ
れ
て
お
り
、
誤
り
あ
る
ま
い２
。
よ
っ
て
、
以
後
本
稿
に
お
い
て
は
、
新
収
本
を
「
石
井
國
之
旧
蔵
本
」
と
便
宜
的
に
呼
称
す
る３
。
二　
「
異
本
」
と
し
て
の
位
置
　
書
誌
事
項
③
の
と
お
り
石
井
國
之
旧
蔵
本
に
は
、「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
と
い
う
外
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
異
本
」
と
い
う
称
の
子
細
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ひ
と
ま
ず
次
に
『
大
草
紙
』
の
諸
本
系
統
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
　
『
大
草
紙
』
に
は
、『
結
城
戦
場
記
』
等
と
同
文
の
結
城
合
戦
記
事
を
中
盤
に
持
つ
系
統
と
、
持
た
な
い
系
統
が
あ
る
。『
大
草
紙
』
を
世
上
に
流
布
さ
せ
た
『
群
書
類
従
』
版
本
や
、
延
宝
七
（
一
六
─　　─100
七
九
）
年
写
と
い
う
、
現
存
本
の
中
に
お
い
て
は
古
本
で
あ
る
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本
（
丑
／
２
３
。
以
下
「
彰
考
館
本
」）
は
後
者
、
即
ち
結
城
合
戦
記
事
を
持
た
な
い
系
統
に
属
す
。
こ
れ
に
対
し
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
は
結
城
合
戦
記
事
を
持
つ
。
外
題
に
「
異
本
」
と
記
す
伝
本
は
、
他
に
も
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
や
国
立
国
会
図
書
館
（
冑
山
文
庫
）
蔵
本
が
管
見
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
い
ず
れ
も
結
城
合
戦
記
事
を
持
つ
。
石
井
國
之
旧
蔵
本
が
「
異
本
」
と
称
す
る
所
以
は
、
先
行
す
る
流
布
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る
本
と
い
う
程
度
の
意
味
に
解
し
て
お
く
の
が
ま
ず
妥
当
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
『
大
草
紙
』
の
本
文
系
統
は
、
よ
り
詳
細
に
見
る
と
二
系
統
程
度
の
分
類
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
稿
者
は
か
つ
て
、
新
た
に
八
つ
に
細
分
し
た４
。
そ
の
八
つ
と
は
、
○
彰
考
館
本
系
統
（
※
群
書
類
従
本
は
こ
れ
に
属
す
）　
○
新
田
本
系
統　
○
早
大
六
冊
本
系
統　
○
山
内
本　
○
中
山
弘
矩
本　
○
鶴
舞
本
系
統　
○
鈴
木
本
系
統　
○
東
博
本
系
統
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た５
。
そ
の
際
の
分
類
基
準
は
、
要
約
し
て
述
べ
れ
ば
、
結
城
合
戦
記
事
の
有
無
に
加
え
、「
脱
漏
」
と
呼
ば
れ
る
増
補
部
分
の
有
無
、
さ
ら
に
、
①
上
杉
禅
秀
の
乱
に
お
け
る
新
田
一
族
動
向
記
述　
②
同
乱
に
お
け
る
禅
秀
勢
と
今
川
勢
と
の
対
峙
記
述　
③
同
乱
に
お
け
る
京
・
鎌
倉
・
今
川
評
議
記
述　
④
同
乱
に
お
け
る
禅
秀
敗
戦
記
述　
⑤
上
杉
憲
実
の
「
金
沢
の
学
校
」
文
庫
再
建
記
述　
⑥
足
利
成
氏
勢
の
「
享
徳
四
年
正
月
六
日
」
に
お
け
る
「
島
川
原
」
進
行
記
述　
⑦
下
総
国
金
剛
授
寺
の
僧
、
中
納
言
坊
の
「
ひ
れ
伏
」
す
行
動
記
述
と
い
う
、
各
記
述
の
有
無
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
八
系
統
の
中
、
東
博
本
系
統
の
本
文
は
、
上
記
「
脱
漏
」
部
分
は
な
く
、
①
～
④
・
⑥
の
記
述
を
持
ち
、
⑦
を
持
た
な
い
。
ま
た
、
⑤
は
前
後
に
同
系
本
共
通
の
欠
文
が
あ
り
（
本
稿
「
五
」
に
後
述
）、
確
認
不
能
で
あ
る
。
し
か
し
旧
稿
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
精
確
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
東
博
本
系
統
の
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
述
べ
た
い
」
と
し
た
の
で
あ
っ
た６
。
　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
は
、
こ
の
東
博
本
系
統
に
属
す
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
の
特
徴
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
東
博
本
系
統
全
体
の
本
文
特
徴
に
説
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
解
題
─　　─101
き
及
び
た
い
。三　
東
博
本
系
統
の
本
文
特
徴
、
及
び
そ
の
後
出
性
　
東
博
本
系
統
に
属
す
る
伝
本
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
東
博
本
、
即
ち
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
（
和
１
４
５
７
／
２
）
の
他
に
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
（
１
６
７
／
１
０
１
）、『
沙
羅
書
房
古
書
目
録
』
第
七
三
号
（
二
〇
〇
六
年
刊
）
に
「
２
番　
鎌
倉
大
草
紙　
揃　
文
久
二
年
写
」（
一
八
六
二
年
。
書
写
年
は
奥
書
に
よ
る
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
三
冊
本
、
そ
し
て
石
井
國
之
旧
蔵
本
が
管
見
に
入
っ
て
い
る７
。
た
だ
し
、
当
該
系
統
の
代
表
と
し
た
東
博
本
と
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
を
含
む
そ
れ
以
外
の
伝
本
と
に
は
、
若
干
の
本
文
差
異
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
東
博
本
に
は
、
そ
の
校
合
奥
書
に
よ
れ
ば
、「
鎌
倉
海
蔵
寺
蔵
本
を
以
て
校
合
の
本
」
（
原
漢
文
）
に
よ
る
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
の
異
本
注
記
が
朱
筆
に
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
異
本
注
記
が
石
井
國
之
旧
蔵
本
等
に
も
墨
筆
に
て
ほ
ぼ
同
様
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
康
暦
二
（
一
三
八
〇
）
年
五
月
の
小
山
氏
反
乱
記
事
に
お
け
る
東
博
本
の
、
同
十
六
日
宇
都
宮
打
負
忽
に
打
死
し
け
イ
ニ
／
け
る
間り
小
山
は
関
東
の
御
下
知
を○イ
ニ
乖
宮
方
と
号
し
合
戦
を
企
背
て
剰
陳
謝
の
申
わ
け
も
な
ら
す
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
は
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
等
の
同
箇
所
に
お
い
て
は
、
同
十
六
日
宇
都
宮
打
負
忽
に
打
死
し
け
る
間
小
山
は
関
東
の（マ
マ
）を
背
宮
方
と
号
し
合
戦
を
企
○剰
陳
謝
の
申
わ
け
も
な
ら
す
と
な
っ
て
お
り
、
稿
者
に
よ
る
傍
線
の
と
お
り
、
東
博
本
の
異
本
注
記
を
本
文
に
取
り
込
ん
だ
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
博
本
の
被
注
記
箇
所
「
け
り
」「
背
て
」
に
は
、
原
本
で
は
左
傍
に
朱
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
等
は
こ
の
よ
う
な
朱
点
を
ミ
セ
ケ
チ
と
解
し
て
、
書
き
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
掲
本
文
は
や
や
長
め
の
顕
著
な
例
で
、
数
文
字
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
例
は
他
に
も
見
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
前
半
に
偏
っ
て
い
る
。
ま
た
後
半
、
享
徳
四
（
一
四
五
五
）
年
の
千
葉
一
族
関
係
記
事
に
お
け
る
東
博
本
の
、
同
八
月
十
五
日
寄
手
重
り
如
来
堂
を
取
巻
鯨トき
の
声
を
作
り
け
る
間
千
葉
之
介
入
道
常
瑞
…
…
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
は
、
他
系
に
も
等
し
く
備
わ
っ
て
い
る
傍
線
部
が
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
等
に
は
見
ら
れ
ず
「
寄
手
重
り
入
道
─　　─102
常
瑞
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
差
異
も
存
在
す
る
。
　
し
か
し
東
博
本
と
石
井
國
之
旧
蔵
本
等
と
の
本
文
差
異
に
つ
い
て
は
、
論
が
煩
瑣
に
な
る
の
を
避
け
て
、
詳
細
は
省
略
し
た
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
同
系
内
の
本
文
差
異
よ
り
も
、
東
博
本
系
統
の
本
文
（
即
ち
東
博
本
と
石
井
國
之
旧
蔵
本
等
と
で
共
通
す
る
本
文
）
の
、
他
系
に
対
す
る
特
徴
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
引
用
は
一
貫
し
て
石
井
國
之
旧
蔵
本
に
よ
る
。
　
ま
ず
は
足
利
成
氏
の
鎌
倉
公
方
相
続
年
時
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
述
し
た
延
宝
七
年
写
彰
考
館
本
や
、
同
年
に
彰
考
館
本
を
書
写
し
た
こ
と
が
奥
書
に
よ
り
知
ら
れ
る
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
、
彰
考
館
本
と
同
じ
本
文
を
持
ち
田
村
宗
永
（
建
顕
。
一
六
五
六
～
一
七
〇
八
）
が
旧
蔵
し
た
阪
本
竜
門
文
庫
蔵
本
に
は
共
通
し
て
、
宝イ本
ニ
文
安
四
丁
卯
ト
ア
リ
徳
元
年
正
月
御
沙
汰
あ
り
て
土
岐
左
京
大
夫
持
益
に
あ
つ
け
ら
れ
し
永
寿
王
殿
（
成
氏
─
稿
者
注
）
を
ゆ
る
し
亡
父
持
氏
の
跡
を
た
ま
は
り
…
…
と
あ
る
（
群
書
類
従
本
も
同
様
）。
異
本
注
記
は
こ
の
一
点
の
み
な
が
ら
、
延
宝
七
年
以
前
に
お
い
て
「
宝
徳
元
」（
一
四
四
九
）
年
を
「
文
安
四
丁
卯
」（
一
四
四
七
）
年
と
す
る
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
東
博
本
系
統
の
み
、
文
安
四
年
丁
卯
正
月
日（御）沙
汰
有
て
…
（
以
下
同
）
…
と
し
て
お
り
、
前
掲
の
異
本
注
記
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
佐
藤
博
信
氏
に
よ
れ
ば
、
成
氏
の
相
続
年
は
正
し
く
文
安
四
年
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る８
。
　
そ
れ
で
は
東
博
本
系
統
の
成
氏
相
続
記
事
の
ほ
う
が
他
系
に
先
行
す
る
か
た
ち
で
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
寧
ろ
逆
で
、
こ
の
記
事
は
、
年
時
を
宝
徳
元
年
と
す
る
他
系
の
ほ
う
が
先
、
文
安
四
年
と
す
る
東
博
本
系
統
は
後
出
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
相
続
記
事
及
び
そ
の
前
後
記
事
の
典
拠
に
あ
る
。『
大
草
紙
』
の
成
氏
相
続
関
連
記
事
の
本
文
は
、
正
徹
の
私
家
集
『
草
根
集
』（
日
次
系
）
巻
七
、
宝
徳
元
年
八
月
一
〇
日
記
事
（
詞
書
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
『
草
根
集
』
の
記
事
は
、「
故
鎌
倉
の
持
氏
息
」
が
鎌
倉
に
帰
還
す
る
と
い
う
内
容
な
の
で
あ
る
が
（
引
用
は
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
）、
こ
の
子
息
は
成
氏
で
は
な
く
「
雪
下
殿
」
と
呼
ば
れ
る
別
人
を
指
す
の
に
、『
大
草
紙
』
原
作
者
は
別
人
の
記
事
を
成
氏
の
も
の
と
誤
認
し
て
『
草
根
集
』
に
依
拠
し
た
ら
し
い９
。『
大
草
紙
』
や
『
草
根
集
』
の
本
文
は
本
稿
に
お
い
て
は
一
々
掲
出
、
対
早
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照
し
な
い
が
、
上
記
の
よ
う
な
事
情
が
前
提
と
な
る
以
上
、『
大
草
紙
』
に
お
い
て
は
成
氏
の
相
続
年
は
宝
徳
元
年
と
あ
る
の
が
本
来
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
万
里
小
路
時
房
の
日
記
『
建
内
記
』
文
安
四
年
三
月
二
三
日
条
に
「
彼
御
遺
跡
人
体
事
、
或
京
都
御
連
枝
歟
或
持
氏
子
息
歟
、
両
様
未
決
」、
同
二
四
日
条
に
「
鎌
倉
管
領
職
事（
闕
字
）
　
綸
旨
案
欲
令
書
遣
之
処
、
中
山
送
状
云
、
於
御
人
体
者
已
一
定
歟
之
由
有
其
説
也
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
（
引
用
は
『
大
日
本
古
記
録
』
に
よ
る
）、
仮
名
本
『
南
方
紀
伝
』
も
成
氏
の
鎌
倉
入
り
を
文
安
四
年
（「
秋
八
月
九
日
」）
の
こ
と
と
し
て
記
すＡ
か
ら
、
東
博
本
系
統
の
改
作
者
は
こ
れ
ら
の
よ
う
な
資
料
を
参
照
し
て
年
時
を
書
き
改
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
た
と
え
そ
の
作
業
（
東
博
本
系
統
の
成
立
）
が
延
宝
七
年
以
前
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
先
述
の
と
お
り
東
博
本
系
統
自
体
は
、『
大
草
紙
』
諸
本
中
に
お
い
て
は
後
出
本
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
るＢ
。
四　
東
博
本
系
統
の
本
文
特
徴
、
そ
の
二
　
こ
れ
以
外
に
も
東
博
本
系
統
独
自
の
要
素
は
散
見
す
る
。
長
文
の
引
用
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
先
に
、
鈴
木
本
系
統
に
属
す
る
『
新
編
埼
玉
県
史　
資
料
編
８　
中
世
４
記
録
２
』
所
収
本
と
、
続
い
て
彰
考
館
本
を
引
用
し
て
、
東
博
本
系
統
と
異
な
る
両
系
の
本
文
が
同
様
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
場
面
は
享
徳
四
年
正
月
、
武
蔵
国
の
合
戦
に
お
け
る
、
扇
谷
上
杉
顕
房
の
敗
死
で
あ
る
（
引
用
文
中
に
は
「
房
顕
」
と
あ
る
が
、
上
杉
房
顕
は
山
内
家
の
別
人
で
、
誤
り
）。
　
鈴
木
本
系
統
上
杉
勢
の
荒
手
の
兵
五
百
余
騎
、
同
廿
二
日
分
倍
河
原
へ
寄
来
、
と
き
の
声
を
上
け
れ
ば（
衍
カ
）
バ
、
成
氏
昨
日
の
合
戦
に
打
勝
。
い
き
ほ
ひ
ゆ
ゝ
し
き
兵
ど
も
な
れ
ば
、
敵
の
寄
来
る
と
ひ
と
し
く
出
合
、
散
々
に
切
て
か
ゝ
る
。
上
杉
方
の
先
陣
羽
続
・
大
石
以
下
悉
く
打
負
討
死
す
。
成
氏
勝
に
乗
て
責
入
け
る
間
、
里
見
・
世
良
田
深
入
し
て
討
死
し
け
る
。
是
を
事
と
も
せ
ず
、
結
城
・
小
山
・
武
田
・
村
上
入
替
て
攻
け
る
間
、
上
杉
忽
打
負
、
悉
く
敗
軍
す
。
扇
か
谷
房
顕
は
後
陣
に
う
ち
け
る
が
、
味
方
を
い
さ
め
、「
き
た
な
し
、
返
せ
」
と
て
、
ふ
み
と
ゞ
ま
り
て
戦
ひ
け
れ
ど
も
、
大
軍
の
な
び
き
た
る
事
な
れ
ば
、
引
か
へ
し
留
る
兵
も
な
く
、
我
先
に
落
行
け
る
。
房
顕
手
の
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者
皆
う
た
れ
深
手
負
け
れ
ば
、
夜
瀬
と
云
処
に
残
り
留
り
て
、
廿
一
才
に
て
腹
切
て
失
ぬ
 
（
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。
書
式
・
表
記
を
若
干
改
め
た
）
　
彰
考
館
本
系
統
上
杉
勢
の
荒
手
の
兵
五
百
余
騎
同
廿
二
日
分
倍
河
原
へ
寄
来
時
の
声
を
あ
け
け
れ
は
成
氏
昨
日
の
合
戦
に
打
勝
い
き
を
ひ
ゆ
ゝ
し
き
兵
共
な
れ
は
敵
の
寄
る
と
ひ
と
し
く
出
合
散
々
に
切
て
か
ゝ
る
上
杉
方
の
先
陳
羽
続
大
石
以
下
悉
打
負
討
死
敗
軍
す
成
氏
勝
に
乗
て
責
入
け
る
間
里
見
世
良
田
深
入
し
て
討
死
し
け
る
是
を
事
と
も
せ
す
結
城
小
山
武
田
村
上
入
替
て
攻
け
る
間
上
杉
忽
打
負
悉
敗
軍
す
扇
の
谷
房
顕
は
後
陳
に
う
ち
け
る
か
味
方
を
い
さ
め
き
た
な
し
返
せ
と
て
ふ
み
と
ゝ
ま
り
て
防
戦
ひ
け
れ
共
大
軍
の
な
ひ
き
た
る
事
な
れ
は
引
返
し
留
る
兵
も
な
く
我
先
に
落
行
け
る
房
顕
手
の
者
皆
う
た
れ
深
手
負
け
れ
は
夜
瀬
と
云
所
に
残
留
り
て
廿
一
才
に
て
腹
切
て
失
ぬ
　
大
異
の
な
い
こ
れ
ら
に
対
し
、
東
博
本
系
統
は
以
下
の
と
お
り
異
な
る
。
新
た
に
表
現
の
増
加
し
た
部
分
に
波
線
を
付
し
、
表
現
の
改
変
さ
れ
た
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
示
す
。
上
杉
勢
の
荒
手
の
勢
五
百
余
騎
同
廿
二
日
又
分
倍
河
原
へ
寄
来
り
時
の
声
を
上
け
け
れ
は
成
氏
き
の
ふ
の
合
戦
に
打
勝
勢
ひ
勇
々
敷
兵
共
な
れ
は
何
か
は
以
て
恐
る
へ
き
敵
寄
る
と
ひ
と
し
く
打
て
出
散
〳
〵
に
切
て
懸
る
上
杉
方
の
先
陳
羽
続
大
石
以
下
又
悉
く
打
負
打
死
敗
軍
数
を
知
ら
す
成
氏
弥
勝
に
乗
て
責
入
け
る
間
里
見
世
良
田
余
り
に
深
入
し
て
討
死
し
け
る
に
猶
又
是
を
事
共
せ
す
引
続
て
結
城
小
山
武
田
村
上
等
入
替
〳
〵
攻
け
る
間
上
杉
勢
忽
に
打
負
て
悉
く
敗
軍
す
扇
谷
房（マ
マ
）顕
は
後
陣
に
打
け
る
か
味
方
を
い
さ
め
き
た
な
し
者
共
返
し
合
て
打
死
せ
よ
と
呼
は
つ
て
踏
留
つ
て
防
き
戦
ひ
け
れ
共
大
軍
の
な
ひ
き
た
る
習
な
れ
は
引
返
し
て
戦
ふ
兵
壱
人
も
な
く
我
先
に
と
落
行
け
る
顕（マ
マ
）房
も
手
の
者
皆
討
れ
其
身
も
深
手
を
負
け
れ
は
夜
本
ノ
マ
ヽ
瀬
と
云
所
に
残
留
り
行
年
廿
一
歳
に
て
腹
か
き
切
て
失
に
け
り
　
話
の
展
開
を
大
き
く
異
に
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
が
、
東
博
本
系
統
の
本
文
は
、
例
え
ば
「
き
た
な
し
者
共
返
し
合
て
打
死
せ
よ
と
呼
は
つ
」
て
（
叫
ん
で
）
兵
士
達
に
戦
死
を
要
求
早
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し
た
顕
房
に
対
し
、「
引
返
し
て
戦
ふ
兵
」
が
「
壱
人
も
な
」
か
っ
た
と
す
る
等
、
他
系
に
比
べ
て
、
よ
り
表
現
が
誇
張
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
と
こ
ろ
で
前
掲
の
例
文
に
お
い
て
、
末
尾
「（
腹
切
て
）
失
ぬ
」
が
、
東
博
本
系
統
に
お
い
て
は
「
失
に
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
他
系
と
比
較
し
た
場
合
、
東
博
本
系
統
に
は
、
助
動
詞
「
け
り
」
が
非
常
に
多
く
増
加
し
た
部
分
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
事
例
が
多
数
に
及
ぶ
の
で
、
彰
考
館
本
・
東
博
本
両
系
の
並
列
引
用
の
み
に
よ
っ
て
示
し
て
い
こ
う
。
①
（
適
宜
、
参
考
と
し
て
動
作
主
体
を
注
記
す
る
）
彰　
此
梵
玄
入
道
も
頼
朝
よ
り
給
は
る
所
の
…
…
東　
此
梵
玄
入
道
も
頼
朝
よ
り
給
け
る
所
の
…
…
②
（
上
杉
憲
実
）
彰　
爰
に
て
出
家
し
て
行
方
し
ら
す
な
り
給
ふ
東　
爰
に
て
出
家
し
て
行
方
し
ら
す
也
に
け
り
③
彰　
成
氏
よ
り
京
都
へ
此
旨
を
注
進
あ
り
東　
成
氏
よ
り
京
都
へ
此
旨
を
注
進
有
け
る
④
（
成
氏
）
彰　
彼
城
を
被
責
東　
彼
城
を
攻
ら
れ
け
る
⑤
（
小
田
持
家
）
彰　
于
今
を
い
て
は
合
戦
も
む
や
く
な
り
と
て
引
返
す
東　
今
に
於
て
合
戦
も
無
益
成
迚
引
返
し
け
り
⑥
（
成
氏
）
彰　
武
州
府
中
へ
落
行
路
次
之
世
谷
さ
い
と
申
所
に
て
東　
武
州
府
中
へ
落
行
け
る
所
に
⑦
（
千
葉
胤
宣
）
彰　
十
五
歳
に
て
切
腹
東　
十
五
才
に
て
腹
か
き
切
て
失
に
け
り
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⑧
（
某
人
）
彰　
成
氏
へ
進
上
す
東　
成
氏
へ
上
覧
に
入
け
る
⑨
（
原
越
後
守
）
彰　
い
か
に
も
し
て
御
命
を
助
け
奉
り
候
は
ん
と
申
東　
如
何
に
も
し
て
御
命
を
助
け
奉
らイ候
はん
と
そ
申
け
る
⑩
（
円
城
寺
因
幡
守
等
）
彰　
思
ひ
〳
〵
に
腹
を
切
東　
思
ひ
〳
〵
に
腹
か
き
切
て
失
に
け
り
⑪
（
渋
川
義
行
）
彰　
武
蔵
の
国
司
に
て
あ
り
東　
武
蔵
の
国
司
に
て
有
け
る
故
⑫
彰　
康
慶
舎
弟
春
利
か
方
へ
此
由
を
申
送
る
東　
康
慶
は
舎
弟
春
利
か
方
へ
此
由
を
申
送
り
け
る
⑬
（
成
氏
）
彰　
孝
胤
を
頼
給
ふ
東　
孝
胤
を
頼
給
ひ
け
る
　
例
は
以
上
に
留
ま
ら
な
い
。
た
だ
し
こ
の
現
象
は
、
特
に
後
半
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
彰
考
館
本
系
統
等
に
見
ら
れ
る
「
け
り
」
が
東
博
本
系
統
の
同
箇
所
に
お
い
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
例
も
あ
るＣ
が
、
こ
ち
ら
は
極
め
て
少
な
く
特
異
で
あ
る
。
無
論
、『
大
草
紙
』
に
お
い
て
「
け
り
」
は
、
諸
本
全
篇
に
散
見
す
る
か
ら
、
東
博
本
系
統
に
お
け
る
「
け
り
」
の
増
加
と
は
、
あ
く
ま
で
他
系
と
の
比
較
に
よ
っ
て
し
か
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
現
象
で
あ
り
、
東
博
本
系
統
の
み
を
読
む
者
が
そ
れ
に
気
付
く
こ
と
は
ま
ず
な
か
ろ
う
。
な
お
中
～
近
世
に
お
け
る
助
動
詞
「
け
り
」
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
山
口
明
穂
氏
に
よ
れ
ば
、「
中
世
語
」
に
お
い
て
は
「
宗
祇
の
場
合
…
（
稿
者
略
）
…
「
つ
れ
」「
け
れ
」
の
ど
ち
ら
で
も
同
じ
意
味
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
「
け
れ
」
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を
採
ろ
う
と
す
る
…
（
稿
者
略
）
…
現
在
の
研
究
書
が
指
摘
す
る
「
け
り
」
が
多
く
感
嘆
の
意
で
も
使
わ
れ
る
と
い
う
事
実
と
の
関
連
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
等
と
言
及
、「
江
戸
時
代
」
に
お
い
て
は
「
同
書
（
本
居
宣
長
『
古
今
集
遠
鏡
』
─
稿
者
注
）
に
お
い
て
…
（
稿
者
略
）
…
過
去
の
助
動
詞
と
し
て
は
い
な
い
」、
あ
る
い
は
「
け
り
」
は
現
在
が
中
心
で
、
過
去
の
意
に
も
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
」
等
と
指
摘
さ
れ
るＤ
。
必
ず
し
も
過
去
の
意
を
第
一
に
表
し
は
し
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
東
博
本
系
統
を
後
出
本
文
と
す
る
視
点
に
立
て
ば
、「
け
り
」
の
増
加
と
い
う
現
象
か
ら
改
作
者
の
、
叙
述
の
対
象
と
な
る
出
来
事
を
、
感
嘆
を
込
め
て
、
あ
る
い
は
よ
り
自
身
と
の
精
神
的
・
時
間
的
距
離
感
を
持
っ
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
認
識
を
窺
う
こ
と
も
、
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
五　
欠
文
に
つ
い
て
　
東
博
本
系
統
の
本
文
特
徴
と
し
て
、
欠
文
の
問
題
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
目
に
付
き
や
す
く
、
長
文
で
重
大
な
も
の
に
、
（
永
享
一
〇
年
、
幼
少
時
の
成
氏
を
─
稿
者
注
）
常
陸
国
住
人
筑
波
別
当
太
夫
郎
等
弐
人
御
伴
申
甲
州
へ
忍
ひ
て
鍛（
冶
カ
）
治
か
家
に
か
く
れ
○
政恐有
所闕文
よ
り
今
の
所
に
移
さ
る
近
代
の
開
山
は
快
元
と
申
禅
僧
也
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
注
記
「
○
／
恐
有
闕
文
」
が
示
す
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
欠
文
が
あ
り
、
他
系
を
参
照
す
れ
ば
、
上
掲
本
文
は
成
氏
に
つ
い
て
の
話
題
が
途
切
れ
、
足
利
学
校
に
関
す
る
記
事
の
後
半
へ
と
飛
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
欠
脱
の
量
は
数
丁
分
に
及
び
、
本
稿
「
二
」
に
お
い
て
取
り
あ
げ
た
⑤
の
記
述
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
こ
の
少
し
前
の
文
、
結
城
合
戦
記
事
中
に
登
場
す
る
分
捕
着
到
注
文
に
お
け
る
「
一
人
々
分
捕
」
と
い
う
項
目
は
、
東
博
本
系
統
に
お
け
る
「
桃
井
左
京
亮
首
上
洛　
薬
師
寺
安
芸
守
取
之
」
と
「
桃
井
家
人
長
首
…
…
」
と
の
間
に
、
他
系
の
本
や
類
書
『
鎌
倉
持
氏
記
』
等
で
は
「
舞
木
家
人
須
俣
首　
網
（
細
）
戸
式
部
丞
取
之
」
と
い
う
記
述
が
入
る
。
こ
の
項
目
「
一
人
々
分
捕
」
に
は
、
東
博
本
系
統
も
含
め
て
文
末
に
「
合
首
十
四
」
と
あ
り
、「
舞
木
家
人
須
俣
首
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
無
け
れ
ば
首
の
数
の
合
計
が
一
四
に
な
ら
な
い
か
らＥ
、
東
博
本
系
統
内
に
お
け
る
共
通
の
欠
脱
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
欠
脱
は
こ
れ
以
外
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に
も
あ
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。
た
だ
し
、
現
存
す
る
東
博
本
系
統
本
文
に
共
通
し
て
欠
脱
が
見
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
今
後
、
全
文
を
完
備
す
る
東
博
本
系
統
伝
本
が
見
出
さ
れ
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
　
上
記
の
例
は
誤
脱
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
取
り
あ
げ
る
例
は
、
誤
脱
と
断
ず
る
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
Ⓐ
（
冒
頭
、
永
和
五
＝
康
暦
元
年
記
事
）
鎌
倉
殿
（
足
利
氏
満
─
稿
者
注
）
思
召
立
事
あ
り
×
上
杉
（
憲
春
─
稿
者
注
）
大
に
驚
き
い
さ
め
奉
る
と
い
へ
と
も
御
承
引
な
しＦ
　
例
Ⓐ
は
、
彰
考
館
本
に
よ
れ
ば
、
稿
者
に
よ
る
×
印
部
分
に
、
「
已
ニ
憲
春
に
御
評
定
あ
り
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
他
系
も
同
様
。
こ
の
記
事
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
が
『
永
享
後
記
（
永
享
物
語
）』
に
も
類
話
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
、
関
東
を
た
な
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
お
さ
め
、
已
に
京
都
を
責
落
し
、
一
天
下
を
一
旗
に
と
お
ほ
し
め
し
た
ち
給
ふ
。
そ
の
こ
ろ
の
管
領
上
杉
刑
部
太
夫
憲
春
に
仰
合
ら
れ
し
か
は
、
上
杉
承
り
大
に
驚
き
諫
し
は
…
…
（
前
出
『
新
編
埼
玉
県
史　
資
料
編
８
』
二
一
四
頁
、
引
用
方
法
も
同
前
。『
続
群
書
類
従
』
所
収
本
等
も
大
異
な
し
）
と
、
稿
者
に
よ
る
傍
線
の
と
お
り
に
あ
る
か
ら
、
氏
満
が
憲
春
に
謀
を
持
ち
か
け
る
一
文
を
持
つ
彰
考
館
本
の
ほ
う
が
、
東
博
本
系
統
よ
り
自
然
で
解
り
や
す
い
本
文
と
い
え
よ
う
。
Ⓑ（
成
氏
─
稿
者
注
）
京
都
へ
は
瑞
泉
寺
西
堂
を
使
節
と
し
て
…
…
言
上
有
け
れ
共
御
返
事
も
不
被
仰
下
×（
マ
マ
）
亨
徳
四
年
六
月
…
…
　
例
Ⓑ
は
、
同
じ
く
彰
考
館
本
に
よ
れ
ば
、
稿
者
に
よ
る
×
印
部
分
に
、「
使
僧
も
空
し
く
下
り
け
り
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
も
他
系
同
様
で
あ
る
が
、た
だ
し
早
大
六
冊
本
系
統
の
み
、「
使
僧
赤
面
し
て
帰
り
け
り
」
と
、
小
異
が
見
ら
れ
る
。
　
上
記
の
例
Ⓐ
・
Ⓑ
は
し
か
し
、
文
脈
が
飛
躍
し
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
の
欠
文
で
は
な
い
た
め
、
誤
脱
な
の
か
、
改
作
者
の
何
ら
か
の
意
図
に
よ
る
削
除
な
の
か
、
俄
に
断
定
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
問
題
を
複
雑
化
し
て
い
る
の
が
、
彰
考
館
本
系
統
に
属
す
る
一
部
の
本
に
、
東
博
本
系
統
と
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
例
Ⓐ
に
つ
い
て
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
解
題
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館
池
田
家
文
庫
蔵
池
田
可
軒
本
（
２
１
０
・
４
／
８
）・
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
（
南
葵
文
庫
）
蔵
坂
田
本
（
Ｇ
２
４
／
８
１
８
）・
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
北
駕
文
庫
蔵
本
の
四
本
が
該
当
、
例
Ⓑ
に
つ
い
て
は
上
記
の
中
か
ら
村
上
本
を
除
い
た
三
本
が
該
当
す
る
（
異
本
注
等
は
無
視
）。
即
ち
、
池
田
可
軒
本
・
坂
田
本
・
北
海
大
本
の
本
文
は
、
総
体
的
に
は
彰
考
館
本
系
統
に
属
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
部
分
的
に
は
東
博
本
系
統
と
同
様
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
偶
然
の
一
致
や
、
書
承
に
お
い
て
一
方
が
一
方
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
東
博
本
系
統
が
、
欠
脱
の
あ
る
彰
考
館
本
系
統
本
文
に
改
作
を
加
え
た
本
文
で
あ
っ
た
可
能
性
等
、
幾
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
判
断
す
る
に
足
る
材
料
を
提
示
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
ひ
と
ま
ず
現
象
を
指
摘
す
る
の
み
に
留
め
た
い
。
六　
『
新
校
群
書
類
従
』
対
校
本
に
つ
い
て
　
石
井
國
之
旧
蔵
本
の
論
に
話
を
戻
そ
う
。
以
上
に
述
べ
た
東
博
本
系
統
の
本
文
特
徴
に
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
後
に
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、『
新
校
群
書
類
従
』
の
対
校
作
業
に
用
い
ら
れ
た
、
原
本
所
在
不
明
の
入
田
整
三
蔵
本
で
あ
る
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一
一
月
に
内
外
書
籍
株
式
会
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
新
校
群
書
類
従　
第
十
六
巻　
合
戦
部
（
一
）』
に
所
収
の
『
大
草
紙
』
に
は
、
末
尾
に
付
記
し
て
「
右
鎌
倉
大
草
紙
入
田
整
三
氏
所
蔵
古
写
本
を
以
て
校
勘
す
（
昭
和
三
年
七
月
）」
と
あ
り
、
巻
頭
の
「
解
題Ｇ
」
に
は
、「
今
こ
の
新
校
本
は
更
に
入
田
整
三
氏
所
蔵
の
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
を
参
照
し
て
校
訂
し
た
。
入
田
氏
本
は
可
な
り
の
脱
漏
も
あ
る
が
…
（
稿
者
略
）
…
序
文
な
ど
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
全
く
異
本
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
入
田
整
三
は
東
京
帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
員
で
、『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
一
九
七
三
・
三　
東
京
国
立
博
物
館
）
第
四
章
第
三
節
二
に
記
載
さ
れ
る
「
人
事
」
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
初
頭
」
の
鑑
査
官
（
歴
史
課
）
と
し
て
、
ま
た
昭
和
一
二
年
の
学
芸
委
員
と
し
て
、
そ
の
名
が
見
え
る
（
四
四
九
・
四
五
二
頁
）。
し
か
し
入
田
整
三
が
所
蔵
し
た
本
は
、『
新
校
群
書
類
従
』
の
校
注
か
ら
窺
う
に
、
東
博
本
系
統
の
中
で
も
東
博
本
そ
の
も
の
と
は
一
致
せ
ず
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
や
国
立
公
文
書
館
─　　─110
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
に
等
し
い
（
本
稿
「
三
」
参
照
）。
た
だ
し
内
閣
本
と
入
田
本
が
別
個
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
、『
新
校
群
書
類
従
』
所
収
『
大
草
紙
』
の
冒
頭
に
注
記
し
て
「（
序
、
目
録
内
閣
文
庫
本
に
依
つ
て
補
充
す
）」
と
あ
る
こ
と
等
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
こ
の
補
充
の
理
由
は
未
詳
）。
さ
ら
に
内
閣
本
は
、
題
に
「
異
本
」
の
称
を
冠
し
て
い
な
い
。
一
方
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
は
、
内
閣
本
と
丁
数
・
字
配
り
は
全
く
同
体
裁
で
あ
る
の
だ
が
、
本
稿
に
お
い
て
屡
々
取
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
題
は
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
と
し
、
入
田
本
に
同
じ
く
す
る
。
入
田
本
と
石
井
國
之
旧
蔵
本
が
同
一
本
と
は
な
お
断
言
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
充
分
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
長
ら
く
『
新
校
群
書
類
従
』
の
校
注
か
ら
し
か
特
徴
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
入
田
本
に
、
管
見
の
限
り
最
も
近
似
し
て
い
る
本
が
、
石
井
國
之
旧
蔵
本
と
い
え
る
の
で
あ
るＨ
。
お
わ
り
に
　
本
稿
を
ま
と
め
る
と
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
は
、
石
井
國
之
を
旧
蔵
者
と
し
、
東
博
本
系
統
に
属
す
る
伝
本
で
あ
り
、
東
博
本
系
統
の
中
で
も
特
に
、
東
博
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
同
系
の
他
本
に
等
し
い
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
東
博
本
系
統
は
、『
大
草
紙
』
諸
系
統
の
中
に
お
い
て
は
後
出
性
の
認
め
ら
れ
る
本
文
で
あ
る
。『
新
校
群
書
類
従
』
の
対
校
作
業
に
用
い
ら
れ
た
、
原
本
所
在
不
明
の
入
田
整
三
蔵
本
は
、
同
系
と
目
さ
れ
る
が
、
新
収
本
は
、
こ
の
入
田
本
と
同
一
本
か
、
少
な
く
と
も
管
見
の
限
り
最
も
近
似
し
た
内
容
を
持
つ
本
で
あ
っ
た
。
　
中
世
に
お
け
る
軍
記
の
改
作
活
動
・
本
文
流
動
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
作
品
に
よ
っ
て
は
、
近
世
に
お
い
て
も
な
お
「
動
」
の
力
は
止
ま
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
東
博
本
系
統
本
文
の
成
立
（
改
作
）
期
は
、
い
ま
だ
特
定
し
得
な
い
が
、
内
容
の
後
出
性
と
、
現
存
本
の
書
写
年
代
が
近
世
を
遡
ら
な
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
近
世
期
で
あ
る
可
能
性
は
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
。
そ
の
具
体
的
な
状
況
の
確
認
は
、
今
後
に
引
き
続
く
課
題
で
あ
る
。
注（１
）　
閔
斉
伋
撰
・
畢
弘
述
篆
訂
『
六
書
通
』（
一
九
一
四
・
夏
月　
上
海
鴻
宝
斎
書
局
）
付
載
「
百
体
福
寿
全
図
」（http://kindai.ndl.
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
解
題
─　　─111
go.jp/index.htm
l
に
て
も
閲
覧
可
）
等
を
参
照
。
（
２
）　
な
お
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
に
は
、
当
該
印
の
採
取
元
に
つ
い
て
は
「
編
者
採
取
」
と
説
明
さ
れ
る
の
み
。
ま
た
再
び
同
古
書
目
録
に
よ
れ
ば
、「
30　
ひ
き
く
く
り
」
も
同
者
旧
蔵
と
い
う
。
（
３
）　
同
館
伊
地
知
文
庫
所
蔵
の
『
大
草
紙
』（
文
庫
２
０
／
４
１
４
）
が
石
井
至
穀
盛
時
旧
蔵
で
あ
る
の
で
（
本
誌
五
一
拙
稿
参
照
）、「
石
井
本
」
と
い
う
よ
う
な
略
称
は
避
け
た
い
。
（
４
）　
拙
稿
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
原
態
本
文
へ
の
遡
及
」（
二
〇
〇
五
・
三　
『
軍
記
と
語
り
物
』
四
一
）。
（
５
）　
前
掲
注（
４
）の
拙
稿
の
後
、
継
続
調
査
に
よ
っ
て
以
下
の
伝
存
本
が
管
見
に
入
っ
た
。
こ
の
機
会
に
、
簡
単
に
補
遺
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
○
彰
考
館
本
系
統
─
千
秋
文
庫
蔵
本
（
請
求
記
号
：
３
。
彰
考
館
本
の
写
）・
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
本
（
甲
４
２
／
１
５
９
）　
○
鶴
舞
本
系
統
─
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
本
（
甲
２
０
０
／
７
６
６
）　
○
鈴
木
本
系
統
─
前
橋
市
立
図
書
館
蔵
本
（
和
装
書
／
９
１
３
／
４
）　
※
未
見
─
沙
羅
書
房
二
〇
〇
二
年
特
設
会
場
販
売
本
（
番
号
：
２
９
３
８
）
（
６
）　
旧
稿
で
は
、「
結
果
表
示
は
鈴
木
本
に
同
じ
」
と
も
記
し
て
し
ま
っ
た
が
、
誤
り
で
あ
る
。
論
旨
に
は
影
響
な
い
も
の
の
、
こ
こ
に
訂
し
た
い
。
（
７
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
（
２
０
４
０
・
４
／
９
１
）
も
同
系
に
属
す
が
、
こ
れ
は
奥
書
に
よ
れ
ば
黒
川
真
頼
蔵
本
を
抄
写
し
た
も
の
で
、
内
容
は
結
城
合
戦
記
事
の
み
。
な
お
、『
群
書
類
従
』
に
「
補
遺
」（
昭
和
三
四
年
八
月
）
と
さ
れ
た
「
中
巻
」（
結
城
合
戦
記
事
）
は
内
閣
本
を
底
本
と
す
る
。
文
久
写
三
冊
本
は
販
売
時
の
披
見
に
よ
る
判
断
で
、
現
所
在
未
確
認
。
（
８
）　
佐
藤
氏
『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』（
一
九
八
九
・
一
一　
校
倉
書
房
）
第
一
部
第
二
章
補
論
「
足
利
成
氏
に
つ
い
て
の
覚
書
─
─
鎌
倉
帰
還
の
問
題
を
中
心
と
し
て
─
─
」（
一
九
八
五
・
九
初
出
）。
鑁
阿
寺
文
書
八
月
二
九
日
付
文
書
を
内
容
等
か
ら
文
安
四
年
の
も
の
と
特
定
、
該
文
書
中
に
あ
る
「
去
廿
七
日
還
御
」
を
成
氏
の
鎌
倉
還
御
の
日
と
す
る
。
（
９
）　
以
上
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
百
瀬
今
朝
雄
氏
執
筆
『
神
奈
川
県
史　
通
史
編
１　
原
始
・
古
代
・
中
世
』（
一
九
八
一
・
三
）
第
三
編
第
三
章
第
四
節
一
等
参
照
。
な
お
「
雪
下
殿
」
に
つ
い
て
、
百
瀬
氏
は
尊
敒
、
佐
藤
博
信
氏
『
中
世
東
国
政
治
史
論
』（
二
〇
〇
六
・
一
〇　
塙
書
房
）
第
一
部
補
論
一
（
一
九
八
五
・
八
初
出
）
は
定
尊
に
比
定
す
る
。
（
10
）　
『
日
本
歴
史
文
庫
』
所
収
「
南
朝
記
伝
」。『
史
籍
集
覧
』
所
収
真
名
本
は
「
宝
徳
元
年
八
月
九
日
成
氏
入w
于
鎌
倉q
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
文
安
年
号
の
記
事
の
中
間
に
あ
り
、『
大
草
紙
』
に
影
響
さ
れ
た
改
竄
か
。
勢
田
道
生
氏
「
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
南
方
紀
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─
『
南
方
紀
伝
』
仮
名
本
先
行
説
の
再
検
討
─
─
」（
二
〇
〇
七
・
一
〇　
『
詞
林
』
四
二
）
に
よ
れ
ば
史
籍
集
覧
本
は
、
仮
─　　─112
名
本
や
そ
れ
に
先
行
す
る
島
原
松
平
文
庫
蔵
の
真
名
本
と
比
べ
て
「
増
補
が
施
さ
れ
」
て
い
る
。
（
11
）　
彰
考
館
本
等
の
注
記
に
い
う
「
イ
本
」
が
、『
大
草
紙
』
異
本
で
は
な
く
、「
異
書
」（
別
作
品
）
を
指
す
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
博
本
系
統
の
改
作
者
は
、
彰
考
館
本
等
の
異
本
注
記
に
よ
っ
て
「
文
安
四
」
と
書
き
改
め
た
可
能
性
も
あ
る
。『
大
草
紙
』
諸
系
統
の
中
に
お
い
て
最
も
原
態
に
等
し
い
と
見
な
さ
れ
る
の
は
彰
考
館
本
系
統
で
、
逆
に
東
博
本
系
を
含
む
他
系
統
に
は
い
ず
れ
も
後
出
性
が
見
出
さ
れ
る
（
注
４
拙
稿
）。
（
12
）　
１
（
宇
都
宮
等
綱
）
　
　
　
彰　
籠
城
か
な
ふ
へ
き
や
う
あ
ら
さ
り
け
れ
は
　
　
　
東　
籠
城
叶
へ
き
や
う
あ
ら
さ
れ
は
　
　
　
２
（
矢
野
兵
庫
助
等
）
　
　
　
彰　
勝
原
と
云
所
に
馳
出
合
戦
し
け
る
　
　
　
東　
勝
原
と
云
処
に
馳
出
し
て
合
け
る（
マ
マ
）
戦
ス
（
13
）　
山
口
氏
『
中
世
国
語
に
お
け
る　
文
語
の
研
究
』（
一
九
七
六
・
八　
明
治
書
院
）「
中
世
語
に
お
け
る
時
の
助
動
詞
に
対
す
る
意
識
」
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
時
の
助
動
詞
把
握
の
一
形
式
」「
過
去
の
助
動
詞
」（
一
四
二
・
一
六
〇
・
一
七
〇
頁
）。
大
木
一
夫
氏
「
中
世
後
期
の
軍
記
物
に
お
け
る
「
き
」「
け
り
」
に
つ
い
て
」（
一
九
九
〇
・
五　
東
北
大
学
『
文
芸
研
究
』
一
二
四
）
に
は
、「
全
体
が
過
去
の
こ
と
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
る
軍
記
物
で
は
、「
け
り
」
の
テ
ン
ス
的
面
（「
過
去
を
表
す
役
割
」
─
稿
者
注
）
が
後
退
す
る
と
い
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
世
後
期
の
軍
記
物
で
は
「
け
り
」
は
過
去
を
積
極
的
に
あ
ら
わ
す
形
式
で
は
な
く
、
ま
た
、
ム
ー
ド
（「
発
見
」「
説
明
」「
詠
嘆
」
等
─
稿
者
注
）
性
に
関
わ
る
と
い
っ
て
も
そ
の
の
（
マ
マ
）ム
ー
ド
の
幅
も
著
し
く
狭
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
形
骸
化
し
た
ム
ー
ド
で
あ
る
と
い
え
、
物
語
の
叙
述
に
形
式
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
た
だ
し
対
象
と
な
る
「
中
世
後
期
の
軍
記
物
」
と
は
、『
曾
我
物
語
』『
太
平
記
』
『
義
経
記
』（
比
較
に
『
徒
然
草
』『
増
鏡
』）
で
、『
大
草
紙
』
や
所
謂
「
後
期
軍
記
」
は
検
討
外
。
（
14
）　
「
師
但
馬
守
を
は
茂
木
筑
後
守
家
人
虜
之
」
と
い
う
記
述
は
、「
首
」
の
数
に
は
含
ま
れ
ま
い
。
（
15
）　
こ
の
部
分
は
、
前
出
の
『
沙
羅
書
房
古
書
目
録
』
七
三
所
掲
文
久
写
三
冊
本
も
、
該
目
録
に
冒
頭
本
文
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
様
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
（
16
）　
「
例
言
」
に
、「
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
花
見
朔
巳
が
担
任
」。
（
17
）　
石
井
國
之
旧
蔵
本
の
前
表
紙
と
第
一
丁
の
間
に
は
、
原
稿
用
紙
（
一
面
一
〇
行
有
界
で
柱
刻
に
「
天
城
」。
四
周
単
辺
）
が
一
枚
挿
ま
れ
て
お
り
、
第
一
行
に
「（
マ
マ
）
君
書
類一
覧
ニ
曰
ク
」
と
記
し
て
、
次
行
以
下
に
『
群
書
一
覧
』（
尾
崎
雅
嘉
）
に
お
け
る
『
大
草
紙
』
解
説
等
を
抜
粋
す
る
が
、
入
田
整
三
は
西
村
兼
文
編
『
増
補
続
群
書
一
覧
』
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
解
題
─　　─113
（
一
九
二
六
・
一
二　
日
用
書
房
）
に
お
い
て
校
訂
、『
参
照
群
書
一
覧
』（
一
九
三
一
・
一
一　
吉
川
弘
文
館
）
に
お
い
て
尾
崎
雅
嘉
の
補
訂
を
行
っ
て
い
る
。
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
︻
付
記
︼　
石
井
國
之
旧
蔵
本
の
閲
覧
・
調
査
に
関
し
て
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
の
各
位
、
な
ら
び
に
指
導
教
員
で
あ
る
日
下
力
先
生
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
所
蔵
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
機
関
各
位
、
種
々
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
賢
諸
氏
に
も
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
（
た
ぐ
ち　
ひ
ろ
し　
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
）
